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新学期、そして授業が始まり、２年生の学習ペースには慣れてきたでしょうか。２年生は新しいクラスメイト

との出会いや、新しい先生との出会いがまだまだ多い時期です。皆さんの２年後の進路は、もちろん個人の目標

として大切な事ですが、本校では２年生から３年生にかけて原則クラス替えがありませんので、まずは自身が２

年間過ごすクラスに対して、各々が思いやりを持って仲間に接して、安心できる環境を作るようにしてみてくだ

さい。 

さて、2025 年度入試を終え、皆さんの先輩達の合格実績が出そろいました。見事なまでに右肩上がりとなっ

ています。ただし、最新の合格実績であっても、あくまでも過去の先輩達の合格実績です。「このコースにいな

いから難しいのでは・・・」などと過去の合格実績に囚われすぎず、自身の将来に向けて、実現したい未来に向

けて尽力する、ということを忘れずに毎日を一生懸命過ごしていきましょう。 

 〇過去４年間 主要大学合格者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日東駒専：日本・東洋・駒澤・専修           成成明獨國武：成城・成蹊・明治学院・獨協・國學院・武蔵 

 四工大：芝浦工業・東京電機・工学院・東京都市 GMARCH：学習院・明治・青山学院・立教・中央・法政 

 早慶上理：早稲田・慶應・上智・東京理科 

()は卒業生数 日東駒専 成成明獨國武 四工大 GMARCH 早慶上理 国公立 

2022(762 名) 97 名 21 名 15 名 24 名 ３名 10 名 

2023(699 名) 193 名 35 名 33 名 22 名 ３名 12 名 

2024(575 名) 215 名 58 名 18 名 30 名 ８名 15 名 

2025(768 名) 241 名 102 名 16 名 42 名 ４名 36 名 
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過去４年間 主要大学合格者数(2025年4月9日現在) ※現役生のみ

日東駒専 成成明獨國武 四工大 GMARCH 早慶上理 国公立

中位・上位私大・国公立大躍進!! 



〇2025 年度入試コース別主要大学合格実績 ※平均出願件数は未受験校は除く 

・特別進学コース(128 名)  ※うち専門学校 2 名 

一般入試＋共テ平均出願件数：10.5 件 総合型・公募制推薦入試平均出願件数：1.6 件 

主な国公立大学：千葉大学、東京学芸大学、東京都立大学、山形大学、福島大学、静岡大学など 

 

・A コース選抜クラス(164 名)  ※うち専門学校９名、就職１名、その他１名 

一般入試＋共テ平均出願件数：8.5 件 総合型・公募制推薦入試平均出願件数：1.9 件 

 

・A コース(194 名) ※うち専門学校 25 名、就職２名 

一般入試＋共テ平均出願件数：7.6 件 総合型・公募制推薦入試平均出願件数：1.8 件 

 

・G コース(204 名) ※うち専門学校 60 名、就職１名 

一般入試＋共テ平均出願件数：6.6 件 総合型・公募制推薦入試平均出願件数：1.4 件 

 

・スポーツコース(78 名) ※うち専門学校１名 

一般入試＋共テ平均出願件数：７件 総合型・公募制推薦入試平均出願件数：1.5 件 

 日東駒専 成成明獨國武 四工大 GMARCH 早慶上理 国公立 

特別進学コース 127 名 58 名 ７名 33 名 ２名 35 名 

A 選抜コース 67 名 17 名 ２名 ４名 ２名 １名 

A コース 35 名 12 名 ７名 １名 ０名 ０名 

G コース ２名 ３名 ０名 ０名 ０名 ０名 

スポーツコース 10 名 12 名 ０名 ４名 ０名 ０名 

なお、総合型・公募制推薦入試、指定校推薦入試を検討している生徒も一般入試の生徒と同様、進路が決まる

までは模試の受験、日々の学習を継続していきましょう。昨年度も総合型選抜・公募制推薦を受け続けても合格

を一つも得られず一般入試に臨まざるを得なかった受験生は 43 名もいました。推薦入試だから受験勉強はしな

い、となると不合格が続いた場合、後々自分の首を絞めることになります。常に最悪の状況を想定して準備を 

し続け受験に臨みましょう。 

 

〇主な受験パターン 

① 指定校推薦希望(総合型選抜出願)→学内選抜合格→指定校推薦入試→合否 

② 指定校推薦希望(総合型選抜出願)→学内選抜不合格→総合型選抜受験→合格 

                            不合格→公募制推薦入試→合格 

                                   不合格→一般選抜へ 

③ 総合型選抜→合否→(不合格の場合)→公募制推薦入試→合否→(不合格の場合)→一般選抜 

④ 一般選抜のみ 



〇2026 年度入試新増設学部情報 

 例年、関東第一高等学校から進学する大学について、新しく学科が増設される大学についてまとめました。最

近のトレンドは「文理融合」といった科目横断的学習や、「データサイエンス」等の情報分野です。気になる大

学や学部・学科がある場合はオープンキャンパスに足を運び、情報を早めに取得しましょう。情報集めから大学

入試の闘いは始まっています。 

 

・亜細亜大学健康スポーツ科学部健康スポーツ科学科 

スポーツ分野においてデジタル技術を活用することで、スポーツを通じていつでもどこでも誰とでも繋がるこ

とのできる社会の実現を目指します。体育学と情報工学の知識と手法を基軸と、データから人の動きや試合、健

康行動を分析し、パフォーマンスの向上に繋がる科学的知見、効果的なスポーツの指導法や運動処方などを実践

的に学びます。そして、スポーツ産業やスポーツ振興を活性化するための実践的なマネジメント力を身につけ、

デジタル技術を活用し得る人材としてキャリアに繋げます。 

 

 

 

 

 

 

(亜細亜大学 HP より引用) 

 

・昭和女子大学総合情報学部データサイエンス学科、デジタルイノベーション学科 

昭和女子大学初の本格的な理工系学部が設置されます。ただ、両学科ともに数学を選択せずに受験することが

でき、入学後に改めて、全員が少人数クラスで高校数学の基礎と各学科で必要な範囲の数学を履修します。数理

能力に基づく思考や発想ができ、データやデジタル技術に関する知識やスキルを活用して課題を解決し、創造性

を発揮してアイデアを社会実装できる女性の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和女子大学 HP より引用) 

 

 



・成蹊大学国際共創学部国際日本学専攻、環境サステナビリティ学専攻 

「文化学」「地域学」等を基盤分野とし、日本と世界をつなぐ文化の交流・多様性、さらにグローバル化する日

本の地域の諸課題、日本語教育等について多角的に学ぶ国際日本学専攻、「環境学」「地理学」等を基盤分野とし、

本学が先覚的に実践してきた地域や社会と協働する環境科学的に学ぶ環境サステナビリティ学専攻の２つの専

攻で構成された学科です。成蹊大学の得意とする英語力の強化、英語による多様な専門科目の学習に加え、文系・

理系の複眼思考を持って社会課題の解決に他者と協働して果敢に挑戦する人材の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

(成蹊大学 HP より引用) 

・大正大学情報科学部グリーンデジタル情報学科、デジタル文化財情報学科 

情報技術やデータを取り扱う学問を、大正大学が専門的に扱ってきた歴史や文学といった文系学問と結びつけ

て実践的な教育を行い、社会や世界の諸課題に向き合う人材を育成します。実際の社会や企業、地域、フィール

ドでの体験を通して「リアルな学び」を実現し文化財保護と環境保全を両立させることをめざし、社会を支える

デジタル技術の知識と技能を学びます。 

 

 

・立教大学環境学部環境学科                        (大正大学 HP より引用) 

 文系・理系を問わず、環境を軸とした文理融合の教育を展開します。国内でのフィールドスタディや、海外を

含む企業や行政などと連携した体験学習を通して、持続可能な社会の実現に向けて行動するための主体的な姿勢、

実践力を養い、自然科学的な視点を身に付けつつ、人文・社会科学的な思考を身につけてきます。 

 

 

 

 

 

 

(立教大学 HP より引用) 

 

その他に、帝京平成大学共創学部デジタル共創学科、東京家政大学社会デザイン学部、文化情報学部、地方の国

公立大学などでも新設学部があるので、様々情報を取得して、志望校合格に向けた行動に移していきましょう。 


